
１ 岡崎市水道ビジョンとは

岡崎市水道ビジョン（計画期間：平成21年度～32年度。以下、水道ビジョン。）は、本市

水道事業の現状と課題を整理した上で、本市水道事業がめざす目標を定め、その実現に向け

て取り組むべき施策をまとめた計画で、平成21年３月に策定しました。

２ 水道ビジョンの目標と各施策の取組状況

水道ビジョンでは、「安心な水道水の供給」、「計画的な水道施設更新と水源の確保」、

「お客さまサービスの充実」、「経営基盤の強化」、「環境・エネルギー対策の強化」とい

う５つの目標を掲げています。

この目標の実現に向け、水道局では各種施策に取り組んでいますが、平成21年度から23年

度までの主な取り組みについて、水道ビジョンに掲げた目標ごとに整理してご紹介します。

（注）目標値を定めている取組みについてはその指標名と、平成23年度の目標値及び

実績値を掲載しています。

≪目標１≫安心な水道水の供給

計画の概要 主な取組内容

指標の目標値 指標の実績値

原水の水質管
理の強化

水質管理の強化 －

・河川上流域の降雨量
等監視（乙川）
・情報連絡体制の維持
（矢作川、巴川）

・雨量、取水点の水位などの常時
監視
・市環境部局との連絡体制維持、
流域関係団体との意見交換実施

浄水プロセスの改
善

－
新男川浄水場の浄水

プロセスの決定（生物
処理導入の検討）

生物処理導入の見合わせを決定
（実証実験の結果、原水水質が良
好で安定しており、導入の必要が
ないため）

水安全計画の策定
男川浄水場の水安全計画策定完

了

38%未満 29%

浄水技術の継承・
向上

－
人材育成、技術力向

上を目的とした研修会
等の実施

・テクニカルエキスパート（水道
局が認定したベテラン技術職員）
によるOJTの実施
・水道水への放射能の影響など浄
水処理に係る研修会の実施

取水から蛇口まで
の水質管理

総トリハロ
メタン濃度
水質基準比
（％）

施策内容
指標

施策項目

H21～23年度の計画と取組み

安心できる浄
水の継続

岡崎市水道ビジョンの主な取組状況（H21～23年度）
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≪目標２≫計画的な水道施設更新と水源の確保

計画の概要 主な取組内容

指標の目標値 指標の実績値

男川浄水場の更新 －
・基本設計
・浄水場更新に必要な
国への認可申請

・基本設計完了
・国の認可を取得

鋳鉄管布設替工事
鋳鉄管布設替工事の実施
（延長81.5km）

2.0% 1.1%

耐震補強工事

男川浄水池、北斗台低区配水
場、大西配水場の耐震補強工事を
実施（施設耐震化計画に基づく配
水池の耐震補強工事を全て完了）

91% 91%

耐震管布設工事
耐震管への布設替工事の実施

（救急病院や広域避難所への給水
ルート。延長5.7km）

50% 54.9%

上水道と簡易水道
の連絡管整備

－
簡易水道施設の統合

計画案の作成

・統合計画案を作成
・当面の間、水道事業との連絡管
整備や経営統合は行わないことを
決定

長期的視点からの
管網の再構築

－
・施設基本計画策定
・配水区間連絡管布設
工事

・施設基本計画の策定完了（管網
整備方法を検討）
・男川配水区の大西配水場と県水
受水点の上地配水場の連絡管を整
備

施設の統廃合の推
進

－

・配水方法の見直しに
よる施設の統廃合
・六供浄水場配水場化
基本設計

・真福寺加圧ポンプ場、田口ポン
プ場の廃止
・六供浄水場配水場化基本設計を
完了。六供浄水場を廃止。

配水管網のブロッ
ク化の検討

－ 施設基本計画策定
施設基本計画の策定完了（配水

ブロック案を検討）

省エネルギーに寄
与する水道施設へ
の転換

－
配水方法の見直しに

よる施設の統廃合
真福寺加圧ポンプ場、田口ポン

プ場の廃止（省エネ化に貢献）

維持管理しや
すい合理的な
施設整備の推
進

老朽施設の計画的
更新

管路の更新
率（％）

施策項目 施策内容

安定供給を確
実にする投資
の計画的実施

優先度を明確にし
た計画的耐震化

管路の耐震
化率（％）

指標

優先度を明確にし
た計画的耐震化

全施設耐震
率（％）

安定供給を確
実にする投資
の計画的実施

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価
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≪目標２≫計画的な水道施設更新と水源の確保

危機管理マニュア
ルの集約・再整
備・充実

－

・危機管理マニュアル
の見直し
・新たな危機事象の発
生に伴うマニュアルの
作成

・危機管理マニュアル、応急給水
マニュアルの見直し
・新型インフルエンザ対策のマ
ニュアル作成

事業継続計画
（BCP）の検討

－
必要に応じた事業継

続計画（BCP）の見直
し

・新型インフルエンザ対策のBCPを策
定
・事業継続のための事務の優先順位
づけ、非常時優先業務を妨げる要素
（ボトルネック）の洗出しを実施

より実践的な訓練
の実施

－
実践的な防災訓練の

実施及び見直し

水道局独自の防災訓練実施（本
市が被災した場合の災害派遣の受
入訓練、災害応援協定を締結して
いる団体との合同給水訓練等）

市民との協働によ
る災害対策

－
非常用水確保の必要

性PR

・地域総合防災訓練や学区防災訓
練での応急給水訓練を通じた啓発
・額田仙水販売を通じた備蓄啓発
（環境イベント、浄水場見学者）

水源の保全
水源保全に向けた
他部門との連携強
化

－

・下草刈の実施
・水源林の公的管理の
検討
・水源保全策に係る情
報収集、検討

・水源地下草刈の実施
・公的管理の必要性は森林整備ビ
ジョンの進展を踏まえ検討する
・国県ほか関係団体の情報収集

≪目標３≫お客さまサービスの充実

お客さまの利便性
の向上（クレジッ
トカード払いの導
入）

－
クレジットカード払

いの検討

・他市事例調査
・カード支払の導入に係る機器に
ついて検討

お客さまの利便性
の向上（窓口サー
ビスの時間延長）

－
窓口サービス時間延

長の検討

・他市サービス内容との比較研
究、財政影響額、市民からの導入
要望状況について調査
・現行サービスを維持する方針を
決定（検討は継続する）

お客さまの利便性
の向上（1ヶ月徴
収の実施）

－ １カ月徴収の検討

・他市サービス内容と比較研究、
財政影響額、市民からの導入要望
状況について調査
・1カ月徴収は導入しない方針を
決定

お客さまの利
便性向上

施策項目 施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

計画の概要 主な取組内容
施策項目 施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標

危機管理対策
の充実

指標 計画の概要 主な取組内容
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≪目標３≫お客さまサービスの充実

計画の概要 主な取組内容

指標の目標値 指標の実績値

直結給水の拡大 － 課題整理、局内調整
・直結増圧給水方式導入にあたっ
ての課題を整理
・施工基準、要綱等の作成

給水装置工事や貯
水槽水道管理の適
正化

－
事業者への研修会実

施

・西三河地域の水道事業者による
合同研修の実施
・新規指定事業者等を対象とした
技術研修会の実施

給水装置工事や貯
水槽水道管理の適
正化

－
貯水槽水道の維持管

理に係る基本方針の検
討

・保健所との情報共有や直結直圧
給水の拡大を確認
・管理が適切でない可能性のある
貯水槽水道に係る調査計画の策定

・水道局広報紙の発行
・ホームページの見直
し

・広報紙「しずく」を発行
・即時性を意識したコンテンツの
ホームページへの掲載（水道水の
放射能測定結果等）

2回発行/年 2回発行/年

広報施策の充実
（浄水場見学など
の継続・充実）

－
広報イベントの実施

及び見直し

社会見学、水道週間（6/1～7）
を利用した浄水場の施設開放、水
道水源バスツアー、親子水道教室
の実施

広報施策の充実
（六供資料館の検
討）

－
資料館としての活用

の検討

・ポンプ室を資料館、配水塔を継
続使用、ろ過池を一部保存する案
を検討
・他団体の事例調査実施

モニター制度の導入
検討

モニター制度の導入を中止する
方針を決定

0.0% 0.0%

水道モニター制度
などによる双方コ
ミュニケーション
（アンケート）

－
アンケート調査の検

討
広報紙しずくを利用した読者ア

ンケートを実施

水道事業経営委員
会の設置（委員会
指摘の事業への反
映）

－
経営委員会の設置、

運営

・経営委員会を設置・運営（H21
年度～）
・水道ビジョンに掲げる施策の内
容等について委員会で検討

給水サービス
の充実

施策項目

広報・広聴の
充実

水道モニター制度
などによる双方コ
ミュニケーション
（モニター制度）

モニター割
合（％）

広報施策の充実
（広報紙の発行、
HPの充実）

水道事業に
係わる情報
の提供度
（部/件）

施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標
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≪目標３≫お客さまサービスの充実

水道事業経営委員
会の設置（水道ビ
ジョン達成状況の
報告・公表）

－
・進捗管理の実施

・経営委員会への報告

・水道ビジョンの進捗状況につい
て内部評価を実施
・経営委員会に進捗状況を報告

水道文化の継承
（子供への水道飲
用）

－
子供への水道飲用に

関する情報提供の実施

・社会見学、水道週間（6/1～7）
を利用した浄水場の施設開放、水
道水源バスツアー、親子水道教室
の実施
・市内中学校への出前講座実施

水道文化の継承
（額田仙水の販路
拡充）

－ 販路拡充の検討

製造目的、安全面・供給面での
リスクの観点から、販路拡充では
なく市役所での販売を継続するこ
とを確認

水道文化の継承
（鳥川湧水群など
自然や住民の環境
保護活動PR）

－
自然や水、住民活動

の広報啓発の検討・実
施

・額田仙水販売による鳥川湧水群
のPR
・広報誌「しずく」を利用した本
市の豊かな自然や水辺環境のPR

≪目標４≫経営基盤の強化

計画の概要 主な取組内容

指標の目標値 指標の実績値

財政収支計画の策定
及び見直し

・財政収支計画の見直し
・財政収支計画に基づく健全な財
政運営により、目標値を達成（指
標）

①②とも100%以上 ①122.5%、②110.8%

財政収支計画の策定
及び見直し

・財政収支計画の見直し
・新規企業債の発行抑制により、
目標値を達成（指標）

300%未満 223.9%

工事における適正
価格と品質の追求

－ 工事ごとに検討

・価格のほか企業の技術力、社会活
動などを総合的に判断し落札者を決
定する総合評価方式を採用し、工事
の品質を確保
・局職員及び工事業者を対象とした
技術講習会を開催（年10回）

上水道と簡易水道
の経営統合

－
￣

（H21～23年度は
計画なし）

―

独立採算の原則の
維持

施策項目

広報・広聴の
充実

施策項目

健全財政の維
持

施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標

水道施設更新事業
の財源の適正管理

給水収益に
対する企業
債残高の割
合（％）

①営業収支
比率（％）

②料金回収
率（％）

施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標

計画の概要 主な取組内容
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≪目標４≫経営基盤の強化

継続的な組織等の
見直し（人員配
置、組織の見直
し）

－
経常的管理業務とし

て実施

六供浄水場の配水場化に伴う男
川及び仁木浄水場の引継業務とそ
の分担、人員再配置の検討を実
施。

継続的な組織等の
見直し（上下水道
統合に向けた検
討）

－
下水道部との統合に

関する調査、検討

・各課の業務洗出し、人工数の算
定を実施
・統合事務スケジュールを作成

六供浄水場の配水
場化

－
配水場化時に人員削

減
・六供浄水場の配水場化完了
・職員２名の人員削減を実施

男川浄水場更新に
おける民間ノウハ
ウの活用

－
事業手法、発注方式

の検討、発注準備

PFI事業による設計施工一括発
注方式の採用を決定。入札公告を
完了。

水道局職員の能力
向上

－
人材育成や技術の継

承を目的とした取り組
みの実施

・水道管修繕に係る職員を対象とし
た技術講習会の実施（年10回）
・テクニカルエキスパートによるOJT
の実施、技術職員（電気・機械・水
質）による浄水処理研修会の実施

さらなる合理化に
向けた検討（外部
委託化）

－
業務の外部委託化の

検討・実施

検針徴収業務や水道メーター交
換業務等、職員が直接実施する必
要のない業務については概ね外部
委託を実施済み

さらなる合理化に
向けた検討（資産
の有効活用）

－
資産の有効活用の検

討・実施
未利用地の売却（１件）

≪目標５≫環境・エネルギー対策の強化

環境・エネル
ギー対策の強
化

地球温暖化対策の
推進

－

・省エネ設備の採用
・簡水施設での保全水
量低減
・男川浄水場でのCO2
排出量削減

・設備更新に併せ、省エネ機器を採用
（５施設）
・水質管理のため保全水量を適切に調整
・男川浄水場での電力使用量減少（H23
年度、配水量当たり（kwh/㎥）前年度比
97.7%）。

施策項目 施策内容

経営改革の推
進

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標

施策項目 施策内容

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標 計画の概要 主な取組内容

計画の概要 主な取組内容
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≪目標５≫環境・エネルギー対策の強化

計画の概要 主な取組内容

指標の目標値 指標の実績値

発生土の有効利用

・男川浄水場の浄水発生土（H23
年度231.0t）を全量売却
・仁木浄水場の浄水発生土の売却
はなし（同181.7t）

59.4% 56.0%

工事時に対処
工事設計に土砂、アスファル

ト、コンクリート等のリサイクル
を明示

99.8% 99.9%

市民参加型の環境
マネジメントシス
テムの活用

－
市環境マネジメント

システムの実施

市環境マネジメントシステムは
H22年度末で廃止。新たに策定した
地球温暖化対策実行計画に基づく
取組みを各課で実践（電気等エネ
ルギーの使用量削減等）

環境会計の導入に
向けた検討

－
￣

（H21～23年度は
計画なし）

―

３ まとめ

水道ビジョンに掲げた各施策について、平成21年度から23年度までの取組状況を総括する

と、各施策項目で水道ビジョンの目標を実現するための取組みが、概ね計画どおり進んでい

ると考えています。

水道ビジョンに掲げた施策の取組状況については、毎年度水道局の内部で評価・検証を行

い、次年度以降の計画策定や取組みの検討に役立てていますが、今後も定期的に取組状況を

公表し、水道事業の透明性の確保に努めてまいります。

環境・エネル
ギー対策の強
化

施策項目 施策内容

建設副産物
のリサイク
ル率（％）

浄水発生土等の有
効利用（発生土）

浄水発生土
等の有効利
用率（％）

浄水発生土等の有
効利用（建設副産
物）

H21～23年度の計画、主な取組内容、進捗評価

指標
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